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要旨 

シャボン玉の性質について調べるためにまず、割れにくいシャボン玉の条件について調べた。条件を

調べるために、2つの実験を行った。1つ目に、シャボン液に他の物質を加えた。２つ目に、シャボン液

を手作りした。どちらも膨らませてから自然に割れるまでの時間を 5回ずつ計測し、平均を出した。結

果として、どちらも加える物質により時間が変化するということ、加える量が多くなると膨らみにくく

なることが分かった。さらに、湿度によって、より時間に差ができることも分かった。 

 

１．目的 

シャボン玉が割れる理由が、シャボン玉の性

質について調べるうえで重要になってくると

考えた。そのため、シャボン液に様々な物質を

加え、割れにくくなる条件についての実験を行

った。 

 

２．仮説 

粘り気のあるものを加えると、膜が厚くなり、 

割れにくくなると考えた。 

 

３．実験 

３-(1) シャボン液に他の物質を添加する  

３-(1)-１ 使用した器具 

〖ア〗食器用洗剤(DCM) 界面活性剤 31％  

〖イ〗洗濯のり  

〖ウ〗ボディーソープ（ビオレ） 

〖エ〗水あめ 

〖オ〗石灰水 

〖カ〗レモン汁 

・シャボン液（市販）・吹き棒・ビーカー  

・メスシリンダー・ピペット・ガラス棒 

   

３-(1)-２ 実験方法 

・上記の溶液をそれぞれシャボン液に 10：0～ 

 10：7まで加えた。 

・自然に割れるまでの時間を５回ずつ計測し、 

 平均を求めた。 

 

 

３-(1)-３ 結果 

〖ア〗食器用洗剤添加 

・シャボン玉が割れるまでの時間が短くなった。 

・加える液体を増やすほど、できるシャボン玉の

数が増えた。 

 

〖イ〗洗濯のり添加 

・10：0から 10：1にかけてシャボン玉が割れる

までの時間が長くなった。それ以降はシャボ

ン玉が割れるまでの時間は短くなった。 

・加える液体を増やすほど、膨らませた瞬間の色 

 が緑であった。 

  

〖ウ〗ボディーソープ添加 

・シャボン玉が割れるまでの時間が短くなった。 

・加える液体を増やすほど、膨らませた瞬間の色

が青紫に近い色から無色に変化した。 

・割れ方がほかのものとは違い、膜がしぼんでい

くように消えていった。 

 

〖エ〗水あめ添加 

・10：0 から 10：1 にかけてシャボン玉が割れる

までの時間が短くなったが、それ以降はシャボ

ン玉が割れるまでの時間が長くなった。 

・割れるとき、膜の表面が固まり、上部が薄くな

って割れた。 

・シャボン玉の色が全体的に青紫であったが、す

ぐに無色になった。 
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〖オ〗石灰水添加 

・シャボン玉が割れるまでの時間がやや長くなっ

た。 

・シャボン玉の色が全体的に緑だが、徐々に無色

になっていった。 

・他の物質を加えたときよりも落ちていくスピー

ドが速くなった。 

 

〖カ〗レモン汁添加 

・10：0 から 10：1 にかけてシャボン玉が割れる

までの時間が長くなったが、それ以降はシャボ

ン玉が割れるまでの時間が短くなった。特に

10：1と 10：3の間で急激に短くなった。 

 

図１に３-(1)の実験結果のグラフを示す。 

図 1 ３-(1)の実験結果            

洗濯のりと水あめの 10：7は溶けきらなかった

ため、測定が出来なかった。 

 

 

図２ ３-(1)(2)で添加した物質 

 

 

さらに、実験用いた溶液の pHを測定した。 

・10:0から 10:1にかけて大きく液性が変化した。 

・10:1以降は大きな変化は見られなかった。 

・10:5と 10:7は、同じような値になった。 

この結果より 10:7以降は実験を行わなかった。 

また、水あめは計測できなかった。 

 

図３に pHを測定した結果のグラフを示す。 

図３ 測定結果 

この実験では、新電元工業株式会社製の半導

体センサーの pH 測定器計を用いて測定を行っ

た。 

 

３-(2) シャボン液を身近なもので作成する 

３-(2)-１ 使用した器具 

【ア】 洗濯のり添加 

・食器用洗剤（キュキュット）界面活性剤 42％   

・洗濯のり・水・吹き棒・ビーカー 

・ピペット・メスシリンダー・ガラス棒  

 

【イ】砂糖水添加 

・食器用洗剤（キュキュット）界面活性剤 42％  

・水・お湯・砂糖・吹き棒・ビーカー 

 

３-(2)-２ 実験方法 

【ア】洗濯のり添加 

・食器用洗剤（キュキュット）10.0mL、洗濯の

り 50.0mL、水 100mL をビーカーに入れて、

よく混ぜた。 

・自然に割れるまでの時間を 5回ずつ計測し、 

 平均を求めた。 
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【イ】砂糖水添加 

・食器用洗剤（キュキュット）5.00mL、砂糖 

5.00g、水 100mL をビーカーに入れて、よく

混ぜた。 

・自然に割れるまでの時間を 5 回ずつ計測し、

平均を求めた。 

 

３-(2)-３ 結果 

【ア】 洗濯のり添加 

・膨らませた瞬間は薄い色がついているが、 

  すぐに無色になった。 

 ・割れるとき膜の上側から割れた。 

  

表 ３-(2) 【ア】の結果 

 

【イ】砂糖水添加 

・シャボン玉の色が全体的に濃かった。 

・膨らんだシャボン玉は壁に当たっても割

れにくかった。 

・20 秒以上割れなかったため、計測できな

かった。 

 

 

図４ ３-(2)で用いた溶液 

 

３-(3) 湿度を調整する 

３-(3)-１ 使用した器具 

・吹き棒・ビーカー・メスシリンダー  

・ピペット・ガラス棒・湿度測定器・加湿器  

・３-(1)、(2)で使用した溶液 

 

 

３-(3)-２ 実験方法  

・加湿器で実験室の湿度を調整した。 

・(1)、(2)の溶液を膨らませた。 

・自然に割れるまでの時間を 5 回ずつ計測し、

平均を求めた。 

 

３-(3)-３ 結果 

 ・70～80％の間は滞空時間が長くなり、自然に 

割れる前に床についてしまった。 

 ・60％まで下げると計測できるようになった。 

 ・60％以降は湿度が下がるとともに滞空時間が 

短くなった。 

 ・湿度が高い時ほど色が濃くなった。 

 

 図３に３-(3)の実験結果のグラフを示す。 

 

    図５ ３-(3)の実験結果 

 

４．実験での課題点 

 今回の実験の課題点として、5 つのことがあげ

られた。 

① 湿度・温度を一定に保てていないこと。 

② 人の息によって膨らませていること。 

③ 床や壁に触れてしまい割れてしまうこと。 

④ 人が動くことで風が起きてしまうこと。 

⑤ 計測したシャボン玉としていないシャボン

玉の滞空時間に差があること。 

 これらの課題点の改善方法を考えていく必要

がある。 
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５．結果からわかったこと 

 ・シャボン玉が割れるのと、シャボン玉の色が

関係していることが分かった。 

 ・加える物質の液性によって時間に変化が見ら

れることが分かった。 

 ・粘り気のある物質ほどより長くなることが分

かった。 

 ・界面活性剤の割合が高くなるほど割れにくく

なることが分かった。 

 ・湿度、温度ともに高い時ほど滞空時間が長く

なることが分かった。 

 ・加える物質により割れ方が変化することが分

かった。 

 ・塩基性の物質を加えると滞空時間が長くなる

ことが分かった。 

 

６．考察 

 シャボン玉が割れにくくなるための条件とし

ては、 

① 湿度が 55％～85％の時。 

② 界面活性剤の濃度がより高い時。 

③ 粘り気のある物質を加えた時。 

であると考えた。 

シャボン玉と色の関係については、加える物質

によって変わるが、最初の色が濃いものほど滞空

時間が長くなり、無色になると割れていくと考え

た。 

 

７．結論 

 割れにくいシャボン玉を作るためには、湿度や

加える物質に性質が関係していることが分かっ

た。 

 

８．今後の展望 

 これからの実験では、温度による変化の違い・ 

界面活性剤の割合による変化の違い・シャボン玉

と色の関係・液性と割れにくさの関係について詳

しく調べていきたい。 
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